
矢田野エジリ古墳
出土埴輪の世界

重要文化財



　巨大前
ぜんぽうこうえんふん

方後円墳の誕生で古墳時代が幕を開けると、墳
ふんきゅう

丘を豪華に飾る円
えんとう

筒埴
は に わ

輪や朝
あさがおがた

顔形埴輪が幾
いく

重
え

にも立て並べ

られ、大
だいおう

王墓
ぼ

ではその数が１万本にも達したと考えられています。矢田野エジリ古墳の調査で確認された個体数は、

円筒埴輪42個、朝顔形埴輪６個で、失われたものを含めると、総数で60本近い埴輪が立てられていたと考えら

れます。墳丘規模も埴輪の数も大王墓とは比べものになりませんが、この地域の人々にとっては、権
けん

威
い

を示すモニュ

メントとして、視覚効果は大きかったと考えられます。

盛大に古墳を彩る
　　　  円筒埴輪



　古墳を飾る円筒埴輪に加え、やがて死者の魂が宿る家
いえがた

形埴輪や、それを守る武器・武具などの器
き

財
ざい

形
がた

埴輪が登場

しました。そして、古墳時代の後半になって、ついに登場した人物埴輪群は、単に同じ人々が並ぶのではなく、様々

な登場人物が描かれています。それはどのような舞台設定だったのでしょうか、いまだ定説はありません。それでも、

当時の人々の息吹が伝わる魅力的な存在が人物埴輪です。

人物埴輪たちの
　　メッセージ



　矢
や た の

田野エジリ古墳は、昭和 63 年（1988）、矢

田野町（春日町）の宅地造成地で発見されました。

ＪＲ粟津駅から線路沿いに南西へ約 500 ｍほど進

んだ住宅街の中で、運動場として利用されていた

平坦地です。その地下約１ｍに、全長約３０ｍの

前
ぜんぽうこうえんふん

方後円墳が眠っていたのです。古墳の名称は昔

の小
こ

字
あざ

名「エジリ」から名付け、発掘調査を実施

しました。墳
ふんきゅう

丘や、埋葬施設はすでに削り取られ

ていて、古墳のまわりをめぐる溝
みぞ

（周
しゅうこう

溝）だけの

調査となりました。しかし、本来は墳
ふん

丘
きゅう

に立て並

べられていた埴輪の多くが、細かく割れた状態で

溝に落ち込んでいたために、北陸では前例のない

大量の埴輪発見につながりました。

周溝

前方部

後円部

（調査範囲外）

形象埴輪
集中出土地点

矢田野エジリ古墳の発見

矢田野エジリ古墳全景（南西方向から）
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矢田野エジリ古墳出土の須恵器

西暦 507 年、越前の三国か

らヲホド王が大和王権の大王

として即位します（継
けいたい

体天皇）。ヲホド王は越
えちぜん

前から

近
お う み

江、そして尾
お わ り

張という、まさに日本列島を東西に

分かつ境界線を地盤とした豪族でした。この即位は、

のちに律令国家誕生へと導く天皇系譜の大きな転機

となった出来事です。ヲホド王の祖母は江沼の女性

と伝えられており、矢田野エジリ古墳が築かれた時

代に起きたこの出来事は、加賀地域の勢力関係にも

少なからず影響を与えたことでしょう。

継体天皇の即位

６世紀前半の須恵器窯跡
　（二ッ梨東山１号窯）

三湖台地域古墳

群成立と、ほぼ

時を同じくして、戸
と づ

津や二
ふた

ッ梨
なし

の丘陵地

で、須
す え き

恵器とよばれる渡来系の技術によ

る陶器生産が開始されることも大きな変

化です。製品は、古墳へのお供
そな

え物とし

ても魅力的な器でした。技術提供の面で

は、大
や ま と

和王権も大いに関わったことでしょ

う。矢田野エジリ古墳の埴輪も、須恵器

の技術を使用して製作されており、二ッ

梨地区が生産地と考えられています。

須恵器生産の開始

須恵器窯跡群

前方後円墳 主な古墳 埴輪生産窯 台地と復元等高線 丘陵部

　矢田野エジリ古墳が築かれたのは、６世紀代（西暦 500 年代）の前半と考えられています。

　南加賀地域では、古墳時代が幕を開ける４世紀代から、北の能
の み

美平野と南の江
 え ぬま

沼盆
ぼ ん ち

地という二つの穀
こく

倉
そう

地帯を地盤に有力者が成長し、それぞれの地域で古墳群を形成していました。ところが、６世紀に入

る頃、突如、加賀三湖に囲まれた月
つき

津
づ

台地に新しく古墳群が誕生します（三
さ ん こ だ い

湖台地域古墳群）。飛
あ す か

鳥時

代へとつづく律
りつりょう

令国家誕生前におこった南加賀地域の大きな変化です。矢田野エジリ古墳は、まさにそ

の新しく成立した古墳群の中に位置します。

矢田野エジリ古墳の時代
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　この二人の人物には特殊な衣装が表現されていま

す。片側の脇
わき

は U 字形の袋状で、反対側は２枚の鰭
ひれ

のような表現です。これは、１枚の幅広で長い布を

片方の脇から反対側の肩へと斜めにまわして結んだ

袈
け さ

裟と考えられています。また、髪型も独特で、束
たば

ねた髪を前後で折り返し、中央をリボンで結んでい

ます。島
しま

田
だ

髷
まげ

に似ていることから、古墳島田とも呼

ばれています。

　このような服装と髪型の人物は、神聖な儀式をつ

かさどる巫
み こ

女と考えられています。両手を前に

差し出す祈りの姿は、柏
かしわで

手を打つ、あ

るいは、何かを捧げ持つポーズともい

われています。

腕の孔は何の孔？

●襷
たすきが

掛け袈
け さ い

裟衣の女子
　全高 77.2㎝

●袈裟衣の女子
　復元高 67.5㎝

二人の腕には孔
あな

があ

いています。これは、

製作時のものです。

粘土がやわらかい状

態では、前に差し出した腕が下がってきてしまいま

す。そこで、両腕に横棒を貫
かんつう

通させて、真ん中で「Ｔ」

の字に支柱で支えたのです。

儀式をつかさどる巫女
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４

上
げ
美
豆
良

下
げ
美
豆
良

美豆良は、神話で登場

する男子の髪型です。

側頭部で「8」の字に束ねるのが

「上げ美豆良」、お下げにして束ね

るのが「下げ美豆良」です。全国

の埴輪の例では、身分の高い男子

像に下げ美豆良が結われているこ

とが多いようです。

美豆良

●天
てんかん

冠の男子
　復元高 66.1㎝

●飾り帽子の男子
　復元高 73.4㎝

　墓前での様々な儀式には、新首長のほか、亡き首

長と関わりの深い王族や、配下の高官、遠方からの

使者などが参列していたことでしょう。

　列点で飾られた鍔
つば

の無い冠
かんぼう

帽を被る男子は、両耳

の後ろに束
たば

ねた髪を垂らす「下
さ

げ美
み ず ら

豆良」が表現さ

れ、首には丸玉を連
つら

ねています。

　もう一人の男子は、頭部が波状で西洋の王冠のよ

うな表現がされています。高
こう

句
く り

麗壁画などに見られ

る被
かぶ

り物に似ており、この人物は渡
とらいじん

来人

かもしれません。当時、渡来人がふるさ

との習俗を保った状態で、各地に居住し

ていたことが知られています。

参列する貴人



●飾り馬１
　全長 72.5㎝　全高 64.0㎝
●騎乗の男子１
　全高 41.5㎝
●右手を挙げる男子
　復元高 64.6㎝

●飾り馬２
　全長 76.7㎝　全高 65.0㎝
●騎乗の男子２
　全高 39.0㎝
●右手を挙げる口

くちひげ

髭の男子
　復元高 63.5㎝　

　馬
ば ぐ

具で飾られた馬と、馬とは別につくられた騎
き

乗
じょう

の人物、そして馬を曳
ひ

く馬
ま ご

子（馬
うまかい

飼人）がセットで

出土したことで、全国的な注目を集めました。

　騎乗の人物は、右腕を真横に、左腕はやや前向き

に垂らしています。大
だいたい

腿部より下は、焼成中に欠損

してしまったようです。馬子の頭中央に見られる浅

いくぼみは、真ん中分けした髪型の表現と考えられ

ます。きらびやかな馬にまたがり、大切な儀式で隊

列を組む従臣たちでしょうか。　

騎乗の従臣
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馬形埴輪の製作工程

あごや、馬具などを取り付けて完成。第４工程首から顔を粘土紐で成形。第３工程

脚を連結させた下腹から、粘土紐で順次胴部を成形。第２工程

円筒形の脚を製作し、棒を組んで脚の配置を決定。第１工程

前輪
まえわ

後輪
しずわ

尻繋
しりがい

鞍
くら

面繋
おもがい

鏡板
かがみいた

轡
くつわ
引手
ひって

鐙
あぶみ

胸繋
むながい

手綱
たづな 居木

いぎ

障泥
あおり

杏葉
ぎょうよう

雲珠
うず

（鞍褥）
くらしき

　この二組は、それぞれに個性的です。馬子の一人は無
ぶしょう

精

ひげをはやし、騎乗の人物では帽子に違いをもたせていま

す。飾り馬は、馬具のセットとしては完全ではないものの、

尻繋に付ける杏葉や雲珠などの装飾に違いをもたせていま

す。一方、面繋の綱の付け方にまで違いをもたせたため、

装着方法としては間違った表現になっています。
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勾玉をつけた女子の

目の下には、縦に深

い線が刻
きざ

まれていま

す。入
い

れ墨
ずみ

のようで

すが、古墳時代では、女子像での入れ墨の例はとても珍しく、

これを男子像とする見方もあります。しかし、巫女像にも、

小鼻から「ハ」の字に開く線が描かれています。当時、顔に

赤や黒の塗料で隈
くま

取りのような化粧をすることが知られてお

り、そうした化粧を線刻で表したものかもしれません。

入れ墨の女子？

●刀子を佩
お

びる人
　全高 76.6㎝

●勾玉をつける人
　復元高 67.6㎝

　巫
み こ

女の古墳島田を真横にした表現で、いわゆる

稚
ち ご

児髷
まげ

に似ています。こうした髪型の人物埴輪は例

が乏しく、巫女とは役割の異なる女性と考えられま

す。一人は胸に勾
まがたま

玉を、もう一人は腰に小さな刀

（刀
と う す

子）をつけています。刀子をもつ人物の衣
ころもすそ

裾に

は鋸
きょ

歯
し

状の線
せんこく

刻模様が描かれています。玉や刀剣は、

鏡とともに神聖な道具の一つであり、巫女に従うか

たちで儀式の中で大切な役割を担っていたのではな

いでしょうか。

  挙げた手の所作は不明ですが、食物を盛る

器
うつわ

を捧
ささ

げ持っている例が知られています。舞
ぶ

踊
よう

の一場面かもしれません。

儀礼に奉仕する女性
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人物埴輪は、 墳丘上での配列に重要な意味が込められてい

ることが全国の調査例から研究されています。 矢田野エジリ古

墳では、 すべての埴輪が割れた状態で周溝から出土しており、

本来どのように並べられていたかは謎です。

しかし、 ひざまづく役割の男子が一人、 そして同じ

性格の人物が２個一対となることから、

２列の隊列を組むような場面も想定

できるかもしれません。

●跪
き ざ

座の男子
　全高 46.0㎝

足の表現には慣れていなかったのか、

まるで手と同じような表現です。

　基台の向かって右後ろには、足が表現されていま

す。やや稚
ち

拙
せつ

なつくりで、足の位置からみると、横

座りのようにも見えますが、おそらく、ひざまづく

姿を表現したものと思われます。

　この座る男子像は、登場人物のなかで

も特別な役割を担っていたことが想像さ

れます。儀式の始まりを宣言したり、儀

式の中で、亡き首長の業績を唱
とな

え、また、

新首長に忠誠を誓
ちか

うような大切な言葉を

かしこまって奏
そうじょう

上していたのかもしれま

せん。　

ひざまづく男子
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

を中心とした地域では、腕も胴部と同じように空洞に

つくる（中
ちゅうくう

空技法）場合が多いようです（Ｄ）。

人物埴輪の製作技法は全国共通

というわけではありません。矢

田野エジリ古墳の場合、基
き

台
だい

と衣
ころもすそ

裾を別々に造って接

合し、次いで衣裾の上から胴部を積み上げますが（Ａ）、

他地域の多くは、基台から胴部まで連続して粘土紐を

巻き上げ、あとから衣裾だけを貼り付けます（Ｂ）。

　また、腕のつくりでは、矢田野エジリ古墳は棒状の

ものを差し込むかたち（中
ちゅうじつ

実技法）ですが（Ｃ）、畿内

製作技法の違い

額の粘土を寄せて眉を形成。帽子

などを造作し、目と口をくり抜く。

あごは半月状の粘土板を貼

り付けて顔の輪郭を形成。

粘土紐巻き上げで頭部を成形。

頭頂部は中心に寄せてふさぐ。

腕を挿入してから粘土紐で固定、さらに粘土被覆。

握る手

開く手

棒状の腕の一端を平たくつぶして指を並べる。

粘土帯を巧みに組み合わせて

腕の挿入口や肩、頸を成形。
衣裾の上から粘土紐を巻き上げて胴部を成形。

粘土塊で固定、底部がゆが

んだ場合はタタキ調整。

まだ柔らかい基台上端

を衣裾に密着させる。

基台と衣裾を合体。

基台は上にすぼまる砲弾形に粘土紐成形後、縦ハケそして回転横ハケ。

衣裾は壺の口をつくるよう成形し、回転によるナデと横ハケ。

第１工程

第２工程

第３工程

第４工程

人物埴輪の製作工程
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円筒埴輪と朝顔形埴輪が誕生するまで

①

①

③

③
④

② ②

①口縁部       ②底部
③凸帯           ④透孔

とったい すかしあな

弥生時代後期

有年原・田中遺跡１号墓
（兵庫県赤穂市）総高約 80 ㎝

矢谷墳丘墓
（広島県三次市）器台高約 100 ㎝

元稲荷古墳
（京都府向日市）総高 103 ㎝ 矢田野エジリ古墳

弥生時代後期末 ３世紀末 ６世紀前半

壺

器
台

壺
壺
形
埴
輪

円
筒
埴
輪

特
殊
器
台

円
筒
埴
輪

朝
顔
形
埴
輪

円筒埴輪 朝顔形埴輪
●円筒１
　高 46.6㎝

●朝顔１
　高 70.2㎝

　円
えんとう

筒埴輪の起源は人物埴輪よりも古く、弥生時

代後期にさかのぼります。もともとお供
そな

え用の壺
つぼ

をのせる器
き

台
だい

でした。とりわけ岡山県域の器台は

大型で、胴部には帯や文様を巡
めぐ

らせており、特
とくしゅ

殊

器台といわれています。これが円筒埴輪のルーツ

です。その後、古墳時代が幕を開けると同時に、

特殊器台から進化した円筒埴輪が誕生します。初

期の円筒埴輪には、器台の名残から壺がのせられ

ました。しかしほどなくして壺と円筒が一体と

なった朝
あさがおがた

顔形埴輪が成立します。この円筒埴輪と

朝顔形埴輪が、古墳を飾る基本セットとなります。  

円筒埴輪と朝顔形埴輪
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粘土紐巻き上げ 外面タテハケ後

　内面ナデ調整

第１・第２凸帯貼付 底部側成形 外面タテハケ後

　底部ナデ調整（図の上縁が完成後の底部）

口縁部ナデ

　透孔の穿孔

内面ナデ調整と

第３凸帯貼付

外面ハケ調整上下逆転後、倒立

位置をタタキ調整

口縁部側成形

底部

倒立位置

底部

倒立位置

倒立技法による円筒埴輪の製作工程

第２工程

第１工程

倒
立
位
置

●朝顔２
　高 73.4㎝

●円筒 12
　高 51.2㎝

●円筒５
　高 48.5㎝

　円筒埴輪の製作は、通常、底の方から粘土ひも

を巻き上げながら、上に向かって少しずつ開く筒

形に仕上げていきます（正立成形）。ところが、矢

田野エジリ古墳の円筒埴輪の大部分は、約３分の

２の高さまでを上に向かってすぼまる逆さの状態

で製作し、その後、上下を逆転させ、残りの部分

（口
こうえん

縁部）を積み上げています。この技法は朝顔形

埴輪にも共通し、これを「倒立技法」と呼んでい

円筒埴輪の特殊な製作技法

11

ます。特に尾
お わ り

張地域との関係の深い地域で発見さ

れており、また、韓国で発見された埴輪にも、同

様の技法が確認されています。



倒立技法でつくられた円筒９の底部は、第１工程で丁寧にナデ調整されているので、口縁部と同じような仕上が

りです。正立状態で下から積み上げる円筒 14 は、底部がＬ字に屈曲して平らな面になっています。円筒 13 も

正立状態で積み上げるものですが、底部に輪型を使った痕があります。紀伊地方を中心にみられる特殊な技法です。

●円筒 13　高 51.1㎝●円筒 14　高 52.6㎝●円筒９　高 49.9㎝

底部の違いでわかる３つの成形技法

内面に同心円文の道具を当て、外

面から羽
は

子
ご

板
いた

状の道具で叩
たた

いて整

形します。

第１工程で下底面だったところは器肉が厚く、たわみ
3 3 3

も生じています。

倒立後、その部分（倒立位置）には「タタキ」という須恵器の調整技

法が使われるので、内面に同心円の当て具のあとが残されます。

倒立位置
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ハケ工具の分類によって判明したⅠA1 工人の作品に

は、木のヘラで描かれた「Ｗ」のような記号が付けら

れていることがわかりました。ⅠＡ１工人とⅠB1 工人は、倒立時に

使う工具を共有しているので、二人が同じ場所で一緒に製作していた

ようです。ノルマがあったのでしょうか、二人の作品を区別するため

に、ⅠA1 工人の方は、自分の作品に記号を付けたと考えられます。

ヘラ記号

ⅠＡ１工人製作の円筒埴輪

●円筒８
　高 51.8㎝

●円筒７
　高 53.8㎝

●円筒 3
　高 50.0㎝

●円筒 4
　復元高 49.6㎝

●円筒 2
　高 45.7㎝

木の板を使った工具で粘土

を削るとあらわれるハケ目ⅠC 工人の使った
 　 粗いハケ目

ⅠA １工人の使った
 　細かいハケ目

　円筒埴輪の表面をよく見ると、「ハケ目
め

」と呼ば

れるたくさんの筋
すじ

が見えます。これは、木のヘラ

をつかって表面を整えた痕
あと

です。実は、ハケ目は

ヘラのもっている木の年輪の筋なのです。

　円筒埴輪のハケ目をよく観察すると、筋の間隔、

つまり年輪の間隔に違いがあることがわかります。

この年輪の違いは、工具の違いでもあるわけです。

　矢田野エジリ古墳の埴輪を分析した結果、ハケ

目が違うと細かな手法や作風も違うことが確かめ

られました。一人の工
こうじん

人が専用のハケ工具で製作

していたことになります。約１０人の埴輪工人が

想定されていて、製作技法とハケ目の違いをもと

にⅠＡ１などの分類番号を付けています。

埴輪をつくった工人たち

ⅠＢ１工人製作の円筒埴輪
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　埴輪は、 首長の古墳築造に際して、 特

別発注される場合が多かったことでしょう。

急
きゅうきょ

遽、工人たちが集められ、工房は大忙しだっ

たのかもしれません。 特に今回は、 これまでに

ない人物や馬の大量発注だったのですから。

　出土した埴輪を細かく分析すると、 技術が

違う工人たちの存在や、 工人ひとりひとりのク

セまでもがよみがえってきます。 さらには、 技

術的なつながりから、 他地域との連
れんけい

携や、 政

治的な関係にまで研究が発展する可能性も

あります。 それが、 埴輪研究のもう一つの大

きな魅力といえます。

埴輪の製作者たちに想いをはせる

　記号先頭のⅠは倒立技法の円筒埴輪

製作者を示していますが、この中で、

倒立技法の第１工程と第２工程で、使

うハケ工具が異なるものが見られま

す。たとえばⅠＢ２工人の製作した円

筒10 は、倒立前の第１工程は別の工

人が製作していたのです。

　また、朝顔形埴輪でも、朝顔２の第

１工程は円筒６を製作したⅠＡ２工人

が製作し、倒立後に、別の工人が朝顔

部分を製作しています。朝顔１も上下

で別々の工人が製作しています。つま

り、一つの埴輪でも、複数の工人が分

担して製作していたことになります。

●円筒 11
　高 52.2㎝

●円筒 6
　高 52.5㎝

●円筒 10
　高 54.7㎝

●円筒 13
　（前掲）

●円筒 15
　高 50.5㎝

ⅠＣ１工人製作の円筒埴輪 ⅠＡ２工人製作の円筒埴輪 ⅠＢ２工人製作の円筒埴輪

ⅡＡ工人製作の円筒埴輪 ⅡＢ工人製作の円筒埴輪
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　埴輪の大きさはどのようにイメージしていたでしょ

うか？矢田野エジリ古墳の人物埴輪は、大きいもので

約 77 ㎝をはかります。埴輪の実物をご覧になると、

みなさんその大きさに驚かれます。しかし、この大き

さは、全国的には決して大きい方ではありません。国

宝になっている有名な武
ぶ

人
じん

埴輪は、台を含めた全高

が約 130 ㎝もあります。継
けいたい

体天皇陵
りょう

と考えられている

今
いましろづか

城塚古墳の家形埴輪に至っては、全高 170 ㎝をはか

り、大人の背
せ た け

丈ぐらいあります。

　学校の教材などでは、縄文時代の土
ど

偶
ぐう

と同じような

大きさになっているためか、製作された時代も目的も、

そして大きさもまったく異なる両者の区別について質

問されることがよくあります。

埴輪の大きさ

埴輪の復元

　古墳に立て並べられていた埴輪が、そのまま出土す

ることは非常にまれです。矢田野エジリ古墳の場合は、

割って片付けたのではないかと思うほどに細かい破片

でした。それも、円筒埴輪やいろんな人物の破片が混

ざった状態で、発掘調査中は人物埴輪の数はもとより、

馬形埴輪の存在すらわかりませんでした。実際は「接

合してみると馬や人物の形になっていった」のです。

模様などの決め手が少ないうえ、失われてしまった

部分も多く、すべてのパーツがそろっているわけでは

ありません。微妙な色

の違いなどを頼りに、

地道な接合作業が

行われました。

Ａ ： 大阪府高槻市今城塚古墳出土家形埴輪 （170 ㎝）

Ｂ ： 群馬県太田市飯塚町出土武人埴輪 （130.5 ㎝）

Ｃ ： 矢田野エジリ古墳出土人物埴輪 （76.6 ㎝）

Ａ Ｂ
Ｃ

飾り馬１の破片とその復元作業 刀子を佩
お

びる人の

破片とその復元作業

円筒１の破片と

　その復元作業

よくある疑問 ・質問
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１９８８年 （昭和63）

１９８９年 （平成 元）

１９８９年 （平成 元）　

１９９２年 （平成 ４ ）　

１９９４年 （平成 ６ ）　

１９９７年 （平成 ９ ）

１９９７年 （平成 ９ ）

２００６年 （平成18）

２０１２年 （平成24）

２０１２年 （平成24） 

◆矢田野エジリ古墳出土埴輪の歩み

宅地造成に伴う発掘調査 （８月８日～１０月１９日）

出土品整理

小松市指定文化財 （考古資料）

発掘調査報告書刊行

石川県指定文化財 （考古資料）

重要文化財 （考古資料） 一括指定

重要文化財指定記念特別展開催 （小松市立博物館）

復元３０個体の保存修復事業開始

保存修復事業完了

修復完了記念特別展開催 （小松市埋蔵文化財センター）
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